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青木和茂、大森 秀樹、熱田 龍彦、留目 剛 

概要   

本研究会の目的は「構成要素(モノ)」「特性・構造(性質)」「機能」という３つの視点で発想する手

助けとして整備されているUSITオペレータ(技術問題解決のヒント集)をより有効に活用するための

ガイドを提供することである。 

身近にある製品の百数十事例の分析をグループメンバーと進める中で、次のことがわかった。 

① 身近な製品の技術問題では機能レベル不安定の取り扱い頻度が低い 

② 推定根本原因の記載内容が担当メンバー間でばらつきが大きく、記載内容のレベル統一の難易

度が高い 

このため、次の作業を継続し、USITオペレータ事例集を完成させることとした。 

① 技術問題収集分野の拡大 ②根本原因推定ガイドの整備 ③事例活用の有効性検証 

 

内容説明 

本研究会の目的は、技術問題解決のヒントであるUSIT

オペレータをより直感的に使い易くするためのガイドを

提供することである。昨年は、身近な製品中心の事例を

集めてリバースエンジニアリングを行い、技術問題の種

類と、活用されるUSITオペレータの間に分布があること

を報告した。 

その後百数十件の事例を収集し、分布の確度を向上す

ることができた。一方、実際の技術問題に広く適用する

ためには、マトリクス図中A～D全ての種類の問題を網羅

することが必要であり、身近な製品事例のみでは問題の

種類に偏りがでることもわかってきた。（特にC：機能レ

ベル不安定 が少ない） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

汎用性を上げるため、公開特許や有名な発明等、範囲

を広げて事例追加を継続する。例えば、青色発光ダイオ

ード実現の端緒となった発明(バッファ層法)は、「(空間

の)機能達成レベル不安定」という問題を解決している。 

 

これら作業をメンバーで分担すると、推定「根本原因」

記載内容のばらつきが大きい。根本原因の推定がUSITで

最も重要なフェーズであると、シカフス自身も述べてい

るが、その進め方は未だ経験によるところが大きい。USIT

を使い易くするためには「根本原因推定」をいかにわか

りやすくするかがキーと考え、「根本原因推定ガイド」作

りに着手した。これら一連の作業と、事例活用の有効性

検証を今後実施する。 


